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お知らせ

回復期リハビリテーション病棟協会　第 29回研究大会 in広島

テーマ：�レベルアップ！�スピードアップ！�フォロー
アップ！

会　期：2017 年 2 月 10 日（金）・11 日（土）
会　場：�広島国際会議場（広島県広島市中区中島町1—5）・

広島市文化交流会館（広島県広島市中区加古町
3—3）

参加人数：2,500 名
主　催：�一般社団法人回復期リハビリテーション病棟協

会
大会長：�岡本隆嗣（医療法人社団朋和会西広島リハビリ

テーション病院）

大会事�務局：�医療法人社団朋和会西広島リハビリテー
ション病院

　　　〠 731—5143　広島県広島市佐伯区三宅 6—265
運営事�務局：株式会社近畿日本ツーリスト中国四国広島

支店（担当：有吉・近藤）
　　　〠 730—0032　広島県広島市中区立町 1—24 有信ビ

ル 7�F
　　　Tel：082—502—0909　Fax：082—221—7039
　　　E—mail：29kaifukuki@or.kntcs.co.jp
　　　大会ホームページ：https:／／confit.atlas.jp／guide／

event／kaifukuki2017hiroshima／top

第 10回日本動物理学療法研究会座学セミナー

テーマ：動物理学療法の現状と展望
日　時：2016 年 10 月 23 日（日）　10：00～16：20
会　場：�東京衛生学園専門学校AVホール（東京都大田

区大森北 4—1—1）
プログ�ラム：記念講演「動物の理学療法の課題」奈良　

勲，教育講演「理学療法士が獣医療に関わるため
の基本的な心構え」児玉綾香，症例報告「動物リ
ハビリテーション・動物理学療法に関する症例報
告」発表者：校條道代，野口裕美，石黒崇也，下
神納木加枝，シンポジウム「動物に対するリハビ
リテーション―理学療法士の職域拡大への課題」
信岡尚子，児玉綾香，藤澤由紀子，高栁友子

定　員：100 名
参加対�象：理学療法士，獣医師，動物看護師，その他獣

医療・医療関連職種および学生

参加費：�日本動物理学療法研究会会員 5,000 円，日本理
学療法士協会会員 5,000 円，非会員 8,000 円，学
生 1,000 円（当日支払い）

申し込�み方法：ホームページ（http:／／www.jsapt.org）に
てオンライン受け付け

申し込み締め切り：2016 年 10 月 10 日（月）　10：00
お問い�合わせ：日本動物理学療法研究会セミナー委員会　

E—mail：jsapt.seminar@gmail.com
主　催：日本動物理学療法研究会
後　援：�日本理学療法士学会　動物に対する理学療法部

門
＊�詳細については，セミナー開催日 1週間ほど前にメー
ルでお知らせします．
＊�申し込み時のメールアドレスは，携帯用のメールアドレス
ではなくパソコン用のメールアドレスをご入力ください．
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お知らせ

第 1回自動車運転に関する合同研究会
障害者自動車運転研究会，運転と認知機能研究会，自動車運転再開とリハビリテーションに関する研究会　
3研究合同開催

テーマ：自動車運転は学際的に取り組もう！
日　時：2017 年 1 月 21 日（土）9：00～17：00
会　場：�北九州国際会議場（福岡県北九州市小倉北区浅

野 3—9—30）
主　催：第 1回自動車運転に関する合同研究会
会　長：�蜂須賀研二（独立行政法人労働者健康安全機構　

門司メディカルセンター）
プログ�ラム：会長講演「リハビリテーション医学におけ

る自動車運転の取り組み」蜂須賀研二／特別講演
「運転支援システムの展望と課題」大日方五郎（中
部大学工学部ロボット理工学科），「疾病と自動車
運転―体調管理の重要性」一杉正仁（滋賀医科大
学社会医学講座法医学部門），「認知症と自動車運
転：当事者および家族支援の観点から」荒井由美
子（国立長寿医療研究センター長寿政策科学研究
部），「認知機能と運転免許について―認知症を巡
る運転免許行政の現状と課題」　岡本　努（警察
庁運転免許課高齢運転者等支援室）他

一般演�題（口演・ポスター）締め切り：2016 年 11 月 20 日
（日）

　　　＊�メール（E—mail：reha@mbox.med.uoeh—u.ac.jp）
にてお申し込みください．なお，メールタイト
ルは「一般演題申し込み」と記入し，氏名，所

　　　属，職種，演題名，口演またはポスターかを明記
し，口演を希望する場合は 400 字以内の要旨を添
付してください．

参加費：�［事前登録］一般 4,000 円，学生 2,500 円．［当日
参加］一般 5,000 円，学生 3,500 円．

申し込�み方法：申し込み用紙に必要事項をご記入のう
え，以下のいずれかの方法でお申し込みのうえ，
指定口座へ参加費をお振り込みください（お申し
込み後，お振り込み先を連絡します）．振り込み
確認後，参加証を所属先にお送りしますので，研
究会当日持参してください．当日の受付は不要で
す．

　　　①　Fax：093—691—3529
　　　②　��郵送：〠 807—8555　北九州市八幡西区医生ヶ

丘 1—1
　　　　　��産業医科大学リハビリテーション医学　自動車

運転合同研究会事務局
　　　Tel：093—691—7266（9：00—17：00）　資料室（事務

担当：小野，堀田，中山）
　　　＊お問い合わせは事務局までお願いします．
申し込�み締め切り：申し込み用紙提出：2016 年 12 月 9

日（金）まで，振り込み締め切り 12 月 16 日（金）ま
で．
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第 6回日本がんリハビリテーション研究会

会　期：�2017 年 1 月 7 日（土）10：00～18：00，1 月 8 日
（日）9：00～15：00

会　場：�慶應義塾大学日吉キャンパス独立館（神奈川県
横浜市港北区日吉 4—1—1）

主　催：日本がんリハビリテーション研究会
会　長：�辻　哲也（慶應義塾大学医学部リハビリテー

ション医学教室）
テーマ：�がんリハビリテーション最前線―社会復帰への

挑戦
プログ�ラム：講演・シンポジウムとして，基調講演（が

んリハビリテーション最前線）／Chemobrain―リ
ハビリ専門職に期待すること―／がん患者の
QOL―どう評価し，どう臨床実践に生かすか／外
来がんリハビリテーション／がんサバイバーの就
労，ワークショップとして，喉摘後のコミュニ

　　　ケーション／がんリハビリテーションにおけるコ
ミュニケーションスキル／がんリハビリテーショ
ン研究における研究デザイン・統計解析／骨転移
など画像の見方を予定しています（ホームページ
上で最新情報を更新しています）．

一般演�題（口演）募集：がんリハビリテーションにかかわ
るものであれば，分野・職種を問いません．演題
登録は下記ホームページ上で，10 月 3 日～11 月
18 日の間にお願いします．

参加費：�5,000 円（事前登録 4,000 円），学生（大学院生除
く）1,000 円

研究会 hp：https:／／confit.atlas.jp／cancerreha6
お問い�合わせ：慶應義塾大学医学部リハビリテーション

医学教室�
E—mail：daihyou@ml.keio.jp
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